
化学（３教科型選抜）

●工学部（生命環境化学科／知能機械工学科）
●情報工学部（情報システム工学科／情報マネジメント学

科）
1

問
1

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

タ コ セ サ テ ウ ク イ ス イ
⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳

キ ツ ナ ニ イ ア ヌ ネ ノ ハ

2
問
1

①，②，③（順不同） ④，⑤（順不同）

Ba Sn Zn Cr Ni

問
2

a，b（順不同） c d e f

1 2 3 Fe2O3 2 Fe3O4

3 問
1 Ag+＋Cl－　→　AgCl

問
2 ［Ag+］1.34 × 10－5 mol/L 問

3 1.70 × 10－1 g

問
4

NaCl 水溶液 × 問
5

Fe 2+を含む水溶液 ×
NaBr 水溶液 ○ Zn 2+を含む水溶液 ○

4
問
1

① ② ③ ④ ⑤

イ ア エ カ ウ

問
2

⑴
N2 H2 平衡定数 反応熱

3.0 mol 3.0 mol 0.44（mol/L）－2 2.8×102
kJ

⑵
A B C D E F G

イ イ ア イ エ ウ ウ

2 月10日 実施分

5

問
1

⑴

A B

C D

⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹

Ａ，B C D C C

問
2

① ②

45 mg 88 mg

化学（３教科型選抜）

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
1 問

1
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
H2O HF H2S HBr CH4 14 17

問
2

⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰
サ ス セ カ ツ タ ソ ク ス ウ
⑱ ⑲ ⑳
ニ ヌ ハ

2

問
1

① ② ③ ④ ⑤，⑥（順不同） ⑦

Al2O3 Cr CaCO3 Ca（HCO3）2 Li Sr Ba
⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭
Na W Hg F2 Br2 C フラーレン

⑮ ⑯
カーボンナノチューブ 黒鉛またはグラファイト

問
2

⒜ CaCO3+CO2+H2O  →  Ca（HCO3）2

⒝ 2KBr+Cl2   →  2KCl+Br2

3 問
1 CH3COOH  ⇄  CH3COO－+H+ 問

2 1.2  g

問
3

酢酸 酢酸イオン 水素イオン

9.8×10－2 mol/L 2.0×10－3 mol/L 2.0×10－3 mol/L

電離定数

4.1×10－5 mol/L

問
4 CH3COOH+NaOH  →  CH3COONa+H2O

問
5

図 水酸化ナトリウム

ウ 1.1×10－1 mol/L

4 問
1

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨
シ サ ス セ キ ク エ イ カ

問
2

温度 窒素の分圧 エタノールの分圧

3.0×102K 2.5×105   Pa 1.0×104   Pa

4.0×102K 3.3×105   Pa 1.7×105   Pa

温度 全圧

3.0×102K 2.6×105   Pa

4.0×102K 5.0×105   Pa

2 月 9 日 実施分

5

問
1

① ② ③ ④

カルボキシ アミノ 双性イオン 等電点
⑤ ⑥ ⑦

小さく（低く） 大きく（高く） 電気泳動

問
2

⑧ ⑨ ⑩

[Gly±][H＋]
[Gly＋]

[Gly－][H＋]
[Gly±]

[Gly－][H＋]2
[Gly＋]

⑪ ⑫ ⑬ ⑭

[H＋]2 √K1×K2
1
2（pk1+pk2） 6.07

問
3

アラニン グルタミン酸 リシン

ウ ア イ

⑸ 答
エ

⑹ 答
IA=VA-Vn IB=

V V
2

n B- IC=
V V
2

n C-

⑺ 計算
IA-IB-IC

V V
V V V V
2 2A n

n B Cn
= - -

-
-

-

＝ 0

4Vn=2VA+VB+VC

V
V V V

4
2

n
A B C

=
+ +

答　
V V V

4
2 A B C+ +

⑻ 計算
図 5の回路は、下の回路とみなすことができる。

a b1Ω 1Ω
2Ω

2Ω 2Ω

8Ω 2Ω
n1 n2

n1、n2間の合成抵抗 Rn1
 n2
は次のように計算できる。

R
1

4
1

12
1

3
1

n n1 2

= + =

よって、a、b間の合成抵抗Rabは次のように計算できる。
Rab=1+3+1=5

答
5［Ω］

3 ⑴ a

え
b

あ

⑵ ①
き

②
こ

③
さ

④
し

⑤
そ

⑥
ち

⑶ 計算
⒞の場合、ガラス板 Bと空気層との界面で自由端反射
し、空気層とガラス板Aの界面で固定端反射する。そ
のため、後者では位相が rだけずれる。そのため、こ
の 2つの光線の経路差が波長の m倍となる場合、2つ
の反射光は打ち消しあって、暗線となる。
⒟の場合は、直接透過する光とガラス板Aで反射した
後にガラス板 Bで反射する光の 2種類ある。空気層と
ガラス面で位相がπだけずれるが、2回反射するので位
相のずれはなくなる。そのため、2つの透過光は強めあっ
て明線となる。

答
な

⑷ 計算
x=lでの空気層の厚さを往復した距離すなわち 2倍が
経路差である。ここで、空気の屈折率は 1であるので、
この経路差は光路差と等しい。いま、x=lでの空気層
の厚さは、ltanθ≒ lθであるので、光路差は 2lθ

答
経路差=2lθ

⑸ 計算
ガラス板 Bと空気層との界面で反射する光と空気層と
ガラス板 Aの界面で反射する光の光路差は、2xmθで
ある。⑷で示したとおり 2つの反射光は位相が rだけ
ずれるので、光が強め合う明線の条件は、半波長だけ

ずれ、 x m2
2

i m
m

= + よって x m
2 2

1
i

m
= +d n

答
m

2 2
1

i

m
+d n

⑹ 計算
⑷より、2つの反射光の経路差は 2lθであり、光路差は、
この n2倍となる。よって光路差は、2n2lθ

答
光路差＝ 2n2lθ

⑺ 計算
n2がガラス板の屈折率よりも大きくても小さくても、
A、Bどちらかの反射面で位相が rだけずれるので、

明線の条件は⑸と同様で、 n x m2
22 i m
m

= +

よって x
n

m
2 2

1
2i

m
= +d n

答

n
m

2 2
1

2i

m
+d n

⑻ 計算

⑺より、明線の位置は x
n

m
2 2

1
2i

m
= +d n である。こ

れに
L
D

i= を用いると、 x
n D
L

m
2 2

1
2

m
= +d n となる。 

従って間隔をDxとするとm=kと k+1(k=0, 1, 2……) 

を用いて次のように示すことができる。

x
n D
L

k
n D
L

k
Dn
L

2
1
2
1

2 2
1

22 2 2

m m m
D = + + - + =d dn n

∴n
D x
L
22
m

D
=

これに各値を代入して

.
.n

2 2 10 1 10
1 10 5 32 10

1 335 3

1 7

2
$ # $ #

# $ #
= =- -

- -

答
n2=1.33

10
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